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12月 定例会 (1)

開 催  日 時 令和 6年 12月 12日 (本) 15時 00分

開 催 場 所 県庁行政棟 「教育委員会室」

1 開     会

2 前回会議録の承認

3 教育長報告

4議   案

5報

(1)長崎県立学校主幹教諭設置要綱の改正について

(2)高校生の活躍について

O第 31号議案

教育職員免許状に関する規則の一部改正について

O第 32号議案

教員採用選考試験の見直しについて

O第 33号議案

令和 7年度長崎県立特別支援学校の幼稚部、高等部

及び高等部専攻科の募集定員について

と
口

(働きがい推進室)

(高校教育課 。義務教育課)

(特別支援教育課)

(高校教育課 )

(高校教育課)





第 31号議案

(働 きがい推進室)

教育職員免許状に関する規則の一部改正について

(提案理由)

令和 7年 1月 1日 に「長崎県証紙条例 (昭和41年長崎県条例第33号 )」 が廃

止 され ることに伴い、教育職員免許状に関す る規則 (平成元年長崎県教育委員会

規則第 6号)の一部を改正しようとするものである。

(要 旨)

長崎県証紙が廃止されることに伴い、教育職員免許状の授与、書換等に係る手数料

納入方法が変更となるため、教育職員免許状に係る規則の所要の改正を行 うもの

1 関係条文の改正 (第 34条関係)

2 教育職員免許状各申請様式の改正

※内容については、別紙規則案 (新旧対照表)の とおり

(その他 )

教育職員免許状各種申請にかかる変更後の手数料徴収方法

(1)電子申請に伴 うオンライン決済

・電子 申請システムを使用 した申請でクレジッ トカー ドなどのオンライン決済に

より納付。

(2)納付窓 日におけるキャッシュレス収納端末による納付

・納付窓日でクレジッ トカー ド等により納付。

(3)納付書による納付

・ 申請者に納付書を交付 し、金融機関やコンビニで納付。

(施行 日)

令和 7年 1月 1日

(最終改正年月 日 :令和 6年 4月 9日 )
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教育職員免許状に関する規則の一部を改正する規則 F
教育職員免許状に関する規則 (平成元年長崎県教育委員会規則第 6号)の一部を次のように改正する。
次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の である。

Ｉ
〕
！

手数料の納入は、長崎県手数料条例 (昭和24年長崎県条例第47

号)及び長崎県証紙条例施行規則 (昭和41年長崎県規則第66

号)の定めるところによる。

しくは再交付又は教育職員検定に係る第34条 免許状の授与、書換若

改正後

許状の授与、書換若しくは再交付又は教育職員検定に係る
手数料の納入は、長崎県手数料条例 (昭和24年長崎県条例第
47号)及び長崎県財務規則 (昭和39年長崎県規則第23号)の
定めるところによる。

第34条 免
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様式

様式第 3号 (第 16条―第25条関係)

職 風 番 号 〔6桁 )

原 毎 番 号
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※

大

平

年
日

と
病

年     月    Fi

恩

時
・
臨
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Tヽ 台 書
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現 在 所

受 け よ う と す 7J免 許 状 の 起 類

幼 ・ イヽ ・ 中 ・ 高 ,特 別 支 援

百立 教藩 等・ 姜 霊 敬 錨・ 彙 妻 縦訥

連 絡 先

幼 蕩 校

誓   約   書

私は敬吉職員免許滋常 S楽第 二穎酪 3号〕・う第 0今とでに族当 し′たい こと及げ彗稲に

ついてI予鏃のな いことと管約いた しま十Ⅲ
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社 1■下記の戦冑段 員億許社を と捜与 )

ヴ″で関係書類を兼 えてお層い し求十、

長時県教育妻員会 線
年     月

('支村Ⅲ (教 育情域′わ追加 )し ていたださにヤ

〔な自霧)氏 名
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S 手螢軒
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改正後

目占付 笛 所

構付 した 手数料すラ内容

貼付 薔所

(裏面 )

糊 書 fン シー い の うち l部 を貼脅

の 2つを砧 1■

t験処理旧B

t二  財務 金
“
お↓シ ステ ふへ の 申請 書等 受 付 の と録

記入上の注意点

I 教育段 員免許法第 5条第 1項第 3号か ら第 6号までの規定は ,次の とお りで ある。

)3号  禁鍼以 上の用 に処せ られ た孝

1 言§ ξ護書懲垂そ鵞客を會渡た三富奪争吾星含る邑冨岳ぞ妥革をとこごた政府を
せ定幸

磁患 す る ことをと張す る攻党そ?他の団 体を結成 し、又は これ に加入

授 与・ 追加・ 交付・ 検定の医分

(ユ

(2
(

(

3
4

2

(1)授与・追加願
 豊〒▼裂褒雹え斗整議毎島追雲書てそ程岳勘毎iE会宅盈ち盛本勇姦9,と

ホOで圏むこと。

lζ ! 検交建届    資7)法霊患今詈la算含霞疑せ上密套g頂躍整弄与詠。で田むこと。
3 受 けよ うとす る免許状の題霞 欄は、該 当す る項 目を赤Oで囲む こと

`

4 
奏露挙墳 暮藷寅筆 込官留 声

援学校 又は 自立数帯等の免許状の号 合は、教科 .特別支援敬 青顔壊

5 出願 衡 は、本 ッチキ スで左側中央を撮 る こと.ク リップ等 を用いない こと。

6 手数料

(1' 手数科は、長与・ 女付・検定・教育領域追加の区分により憂峙県手敦帯条例に定める額を納
付すること。
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2 手曽料は免許北(1件につ き晏簿 韓 例 にせめ る箱主塾込立登三主_

受  付
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蠅書 邑 シ=博 Ⅲぬれ 1部を賠骨
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□ 麟基金計シユテム‐くの申講吾学軽仕の墾援
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萌
¨
田

年    月   日

佐 県
市 町 番地

職 員 番 号 く0市 )

授 与 年 月 日
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自立独 科学 `受 観 散輪  棄 費教 鍮

～コ ●Ⅲ 4ヽ41・ 商・ 百・ 晏 ・ 妻 醸
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様式第12号 (第27条関係)
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峙 劇 光 標 ・ 特 珠 執 料

自立教 4幹・ 翼観 嶺 綸・ 馨 発 散 鋳

夢
ヽ

運

府 ・ lH

現 くこ 蔚

速 経 先

動 湧 陵

本 俸

愛

`〕

目な操 生篠 ニ鞣 _ 長
諄 et由

“

嚢震 _三
送

裁
一

改正後

様式第12号 (第27条関係)

12 27

2手強群として、麟 県手数料条初にtめる額と迪は主hi上荘
く上記に記入された免許を1通て・証明します。)

豊  付

授 与 伴′月 日

年  月  日

年  月  ロ

年  '号   扁

年  η  日

年  月  日

職 員 番 号 (6桁 )

寄    ,

第    ,

第   =ン

番 ■

帯   ,

常    ,

蒸

B喜徴お〔鶴 県,tn
公立争敏つ)崎

凛 11、 帝 ″l=藍

敬菅叙政 又は事項

年   月  日
☆
　

早

騨

唱

孵
篤
瞬

を強

衛

'1

呼警  ,雹

2臨・ 待,l

臨時

専停 。1観

2亀・特Яll

B時

専筆・ l題

2転・特夢l

と蒔

輻
翻

野

電

蹄

辟

２

一日

生 午

月 日

町
村

市

郡 与

書地

昏
県

道

県

椰
　
府

幼・
'1ヽ
・ 理・ 蔚 '百 ・ 要 '賽段

特 割 支 援 ・ 特 殊 教 科

自立機書等 `隻酸徴と・榮発該諭

本 博

現 柱 所

墓 絡 先

耳′務 技

自ヒ弱 を受 けよ うとす る船 状め顧

軒 馴 支 損 ・ 特 兼 教 科

自立Bl帯 導・ 終譲執諭 `紫斃敏講

切・ ′卜・ 甲・ 面・ 百・ 秦・ 妻服

皆 ηl」 支 優 ・ 特 珠 教 科

日立教科琴 賽醸嶺諭・紫賽敏諭

幼・ 小・ 中・ 高 ,百 苺ヽ・ 美鎮

符 制 東 長 ・ 特 殊 執 科

自立軟書寄・ 発鯉執協・祭隻敏船

幼・ 小・ 中・ 高・ 百・ 要・ 妾餞

特 別 支 援 ・ 幹 株 教 科

自立戦帝!尊・ 圭遊散輸・策隻執諭

教育職員免許状授与(交付)証明願

年     月     日

民崎県教背善員会 練

(顔白雪)氏  名

猛ti                V)た め .之・要
'コ

】あ りなす″}で r記敏常職員免許夜
`′

,

織与 (受付 ).守 f子1害を_…………適交付 してくだきるようお踊いしま十



ｌ
μ
Ｏ
，

Ⅲ

貼骨笛PttF

納付した季数料の内容

贈付箇所

(こ面)

E季数料坪夏油懲歯で絲付1′,爆むJ

,ュ骨獣日で景け轟った(側用l「ユ細働・ |レ ンー ト,″り
=|ザ

I部を諧付

2つ

r県控理福1

回 財務会計)スチふ・ヽ の申請書等長付げ)登録



附 則        .
1 この規則は、令和 7年 1月 1日 から施イ子する。

2 この規則による改正前の教育職員免許状に関する規則に定める様式のうち、この規則で定める様式に対応する様式については、こ

の規則に規定する様式とみなして、当分の間使用することができる。
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Ｆ
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ｉ



第 32号議案

(高校教育課・義務教育課 )

教員採用選考試験の見直しについて

(提案理由)

本県が求める教員の資質及び受験者数の確保を図るため。

(内 容 )

1.申請方法について
。電子申請はスマー トフォンからも出願可能であり、出願後の処理も円滑に
行えるため

《現行》
原則 として電子 申請

願書 (両面印刷)での出願 も可

電子申請のみ

2 全国オンライン試験 日程について
。全国オンライン試験の回数を増やす ことにより、

イ
質の高い教員をより多 く

確保す るため

《現行》
令和 6年 8月 24日 (土 )

2回 目→今 和 7年 8月 30 日 (土 )

3.第 1次試験の教職教養・一般教養試験について
・受験者の負担を軽 ることにより、志願 の増加につなげるため

4.大学 3年生の受験について
。早くから教職を志望 している学生や他業種を希望 している優秀な学生を確
保するため

《現行》
教職教養 (35点 )

一般教養 (15点 )

毯職教養のみ (35点 )

姑象 改善内容

すべての校種・教剌・
大学 3年生の受験を実施する。試験は第 1次試験のみ。
合格者は、翌年の第 1次試験の全てを免除し、第 2次試
験から受験する。

-12-



5 小学校専科 (英 語)教員採用について
。小学校 における教科担任制を進 めるため

・国際理解教育に重点を置 く長崎県 として、まず外国語教育の指導体制の充

実を図るため

6.中学校の特別支援教育担当教員採用について

よ り 門性のある教員が特別支 を担当できるようにするため

7.特別採用選考について

① 大学椎薦特別採用選考の対象教科 日科目の追加について
。特に志願者の少ない教科・科 目について、新たに大学の推薦枠を設けるこ

とで 優秀な人材を確保 るため

i ⅢI=1 1tl工 11す上liI 《新規》

対象 改善内容

小学校教諭 ことができるn

小学校専科 (英語)教員 として採用。

出願条件 :中学校の英語教諭普通免許状を取得 している者。

・ 中学校英語受験の第 2希望に小学校専科 (英語)を選択する

・小学校専科 (英語)教員不合格者のうち、小学校教諭普通免

許状所有者で、す定の水準を満たした者は、小学校教諭 として

合格 とする。

《新規》

改善内容対象

中学校における特別支援学級の主な担当として、特別支援教育

担当教員を採用し、特別支援教育の充実を図る。

出願条件 :中学校のいずれかの教科の普通免許状を有する (も

しくは取得見込である)こ とに加え、特別支援学校教諭普通免

許状を有する (も しくは取得見 )ものa

中学校教諭

.《変更》《現行》
【対象校種・教科】

小学校教諭

中学校教諭 (すべての教科 )

塾些 。英語・家庭・

情報・工業 (機械 9

電気・建築・土木・

工業化学)。 商業)

特別支援学校教諭

高等学校教諭 (国語 。世史 。日史・

物理・ 化 ・生物・
地理 。公民・数学・

【姑象校種・教科】

小学校教諭

中学校教諭 (国語・理科・音楽・美術 。

技術・家庭・英語)

高等学校教諭 (国語・地歴・数学 。

英語 。家庭・情報・

工業・商業)

特別支援学校教諭

-13-



② 英語資格等保有者特別採用選考について
・受験者がより受験 しやすいものとし、また、講座名等を実状に合わせる

ため

③ 離島教育特別採用選考の実施要項について
・ 申請者の 担 減のため

④ 理学療法士、作業療法士、言語聴覚士有資格者特別採用選考について
・特別免許状の領域により配置校の校種が決まるため、各校の配置状況や

ニーズを まえて採用 を決定す るため

《現行》

対
象

中学校・高等学校教諭 (英語 ) 小学校専科 (英語)教諭
中学校・高等学校教諭 (英語)

相

二:
て

英検 IBAは不可
TOEIC IPテス トオンラインは不可
GTEC アセスメン ト版は不可

公式な成績証明書や認定書が発行 さ
れるものについて ペーパー版・ コ

ンピュータ版 どちらも可

申
請
要
件

4

「大学又は大学院において (科 目等

履修生を含む)、 「教育の基礎的理解
に関す る科 目」や 「生徒指導、教育

相談等に関する科 目」を 5単位以上

取得又は令和 8年 3月 31日 まで

に取得見込みで、かつ英語の技能を

活用 して学校現場 における 2週 間

程度 の英語教育イ ンター ンシ ップ

(授業、特別活動などの実践経験 )

等 を令和 7年 12月 末までに終了
している者。

「大学又は大学院において (科 目等履
修生を含む)、 「教育の基礎的理解に関
する科 目」や「道徳、総合的な学習の

時間等の指導法及び生徒指導、教育相
談等に関する科 目」を 5単位以上取得
又は令和 8年 3月 31日 までに取得
見込みで、かつ英語の技能を活用 して

学校現場における 2週 間程度の英語
教育インターンシップ (授業、特別活
動などの実践経験)等を令和 7年 12
月末までに終了している者。

《現行》
電子申請の際に、「離島教育特別採用選
考申請書」を添付資料 として送信する
こと

請の際に、「離島教育特別採用選
考申請書」を添付資料として送信する
こと。

なお、大学や大学院等 i≧塗セとて、二複式
教育言命」「小規模教育論」など離島教育
に関する科 目の単位を取得 している者
は、「単位取得証明書」等を添付するこ

とにより、「離島教育特別採用選考申請

電子申

《現行》

採用予定者数は、 1名程度 とする。

れぞれの配置状況を踏まえ、採用する職

-14-



改善内容対象

択できるようにす る。

ヽ 2高等学校教諭

(工業)

名

8.高校工業の第 2志望枠について

・工業全体で な教職員を るため

9 栄養教諭の第 2志望枠について
。栄養教諭の志願倍率は高いが、中学校家庭、高等学校家庭の志願者は少な

いため 科 の な教職員 を確保 るため

10 小学校教諭、中学校教諭、栄養教諭の区分Ⅱ合格について

・採用選考試験の早期化にともない、志願者増とともに辞退者の増加も予想

されるなか、弾力的な採用を可能にするため

※現行の校種・職は「高等学校教諭 。特別支援学校教諭・養護教諭」のみ

間について

任用について

11 加点申請要件の追加について

・特別支援学校教諭志願者において、複数教科の普通免許状を有する者の受験者

を広 く募集 るため

改善内容対象

第 2志望 として選択す ることができる。

ヽし

栄養教諭

区分 名簿登載期間°
校種・職

I 日から令和 9年 3月 31日 まで名簿登載

名簿登載日から全和8生 1月 31日 まで ____Ⅱ
すべての校種・教科

区分 任用について校種 。職

I 原則 として る。

Ⅱ
者が生 じた場合、または定年退職以外で退職を希望

する本務者が生じた場合、区分Ⅱの合格者の中から

)I買 に区 Iと して扱い任用する

に、区分 Iの合格者に辞退1

すべての校種・教科
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第 33号議案

(特別支援教育課 )

令和7年度掲崎県立持別支援学校の幼稚部、高等部及び脚等部専政科の募集定員について

鰐議神理由)

令和 7年度長崎県立特別支援学校幼稚部、高等都及び高等部専攻科の募集定員を下記の
とおり定めようとするものである。

(内  容)

1 1学級あたりの定員

(1)幼稚部  5人  (2)高等部 8人  (3)高等部専攻科  8人

2 募集定員

(1)幼稚部  15人   (2)i葛等音馬 336人   (3)F嘉等若瞬剖吹科  32人

3 定員の考え方

(1)「特別支援学校設置基準 (令和 3年文部科学省令第45号)」 に基づいて、公立特
別支援学校の幼稚部の 1学級の幼児数は5人、高等部の 1学級の生徒数は8人とし
ている。

(2)各学校の募集定員については、進学希望状況調査等による志願者数を基礎資料と
した。

4 学校別の募集定員
(1) 人l

(2)高等部 人l

障害種別 学 校 名 取 6年度定員 増 減
｀

視覚障害 盲  学  校 5 5 0

ろ う 学 校 5 5 0
聴覚障害

ろう学校佐叫 5 5 0

計 計 15 15 0

障害種別 学 校 名 学 科 名 舶 6年度定員 増 減

視覚障害 盲   学   校 普 通 科 8 8 0

聴覚障害 ろ  う 学  校
総♂デザイン科

理 容 科

8 8 0
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知的障害

佐世保特別支援学校 普 通 科

40 40 0

肢体不自由 8 8 0

知的障害

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室
普 通 科 8 8 0

佐世保特別支援学校

北  松  分  校
普 通 科 16 8 8

島原特別支援学校 普 通 科 24 24 0

虹の原特別支援学校

雑 ビス科 8 8 0

普 通 科 40 40 0

虹の原特別支援学校

高 等 都 対 馬 分 教 室
普 通 科 8 8 0

虹の原特別支援学校

奄  岐  分  校
普 通 科 8 16 -8

鶴南特別支援学校 普 通 科 24 16 8

鶴 南 特 別 支 援 学 校

五  島  分  校
普 通 科 8 8 0

時 和 特 別 支 援 学 校 普 通 科 24 32 -8

時 和 特 別 支 援 学 校

西 彼 杵 分 校
普 通 科 8 8 0

希望が丘高等特別支援学校

生括ナービス科

流通サービス科

妙 ザイン科

32 32 0

川棚特別支援学校 普 通 科 24 16 8

肢体不自由

長 崎特別支援 学校 普 通 科 8 8 0

諫 早特別 支援学校 普 通 科 16 16 0

病弱・肢体不自由 桜が丘特別支援学校 普 通 科 16 24 -8

計 336 336 0

備考)1 特別の理由がある学校については、県教育委員会と協議の上、実情に応

じ、定員を超えて入学を許可することができる。

2 虹の原特別支援学校高等部就業サービス科の募集定員 (8人)と希望が丘高

等特別支援学校の募集定員 (32人lについては、今年 5月 の定例教育委員

会で決定済昼
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(3) 人l

障害種別 学 校 名 学 科 名
― 員 6年度定員 増 減

理 療 科 8 8 0
視覚障害 盲   学   校

保健理療科 8 8 0

総含デザイン科 8 8 0
聴覚障害 ろ  う 学  校

理 容 科 8 8 0

計 32 32 0
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学 校 名 学  科

令和 7年度 令和 6年度 令和 5年度

定員 志願者見込 定員 志願者見込 定員 志願者見込

1 盲  学  校 普 通 科 8 1 8 1 0

2 ろ う 学 校
総合デザイン科

理 容 科
8 4 6 8 3

3

佐世保特別支援学校

【知的障害】
普 通 科 40 33 40 39 32 27

佐世保特別支援学校

【肢体不自由】
普 通 科 8 6 8 6 8 4

佐世保特別支援学校

高等部上五島分教室
普 通 科 8 3 8 2 8 2

4
佐世保特別支援学校

北  松  分 校
普 通 科 16 10 8 7 16 9

5 島原特別支援学校 普 通 科 24 21 24 23 24 19

6

虹の原特別支援学校

就業

サービス科
8 12 8 7 8 18

普 通 科 40 32 40 38 64 58

虹の原特別支援学校

高等部対馬分教室
普 通 科 8 6 8 2 8 4

7
虹の原特別支援学校

壱  岐  分 校
普 通 科 8 7 16 11 8 6

8 鶴南特別支援学校 普 通 科 24 24 16 14 32 32

9
鶴南特別支援学校
五 島 分 校

普 通 科 8 6 8 6 8 4

10 時和特別支援学校 普 通 科 24 16 32 28 24 17

11
時和特別支援学校

西 彼 杵 分 校
普 通 科 8 4 8 2 8 2

12 希望が丘高等特別支援学校
生活サー ビス科

流通サー ビス科

環境デザイン科

32 31 32 32 32 38

13 川棚特別支援学校 普 通 科 24 18 16 12 24 16

14 長崎特別支援学校 普 通 科 8 4 8 5 8 4

15 諌早特別支援学校 普 通 科 16 9 16 9 16 11

16 桜が丘特別支援学校 普 通 科 16 13 24 18 24 16

計 336 260 386 268 868 290

資料 1

令和 5～令和 7年度 長崎県立特別支援学校高等部志願者数等
(単位 :人 )

※ 特別の理由がある学校については、県教育委員会 と協議の上、実情に応 じ、定員を超えて入学を

許可することができる。

※ 令和 7年度の志願者見込は、令和 6年 11月 1日 現在の調査結果によるものである。

※ 虹の原特別支援学校高等部就業サービス科は志願者数 12人 (倍率 1.50倍 )、 希望が丘高等特

別支援学校は志願者数 31人 (倍率 0.97倍)である。また、入学者選考検査は 1月 9日 、

10日 (虹の原特別支援学校高等部就業サービス科は 1月 10日 のみ)に実施され、合格者発表

は 1月 21日 である。

※令和 7年 4月 1日 から鶴南特別支援学校高等部西彼杵分教室は時和特別支援学校西彼杵分校になる。
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資料 2

令和 7年度幼稚部志願者見込状況

(4E5歳児は欠員補充)

令和 6年 11月 1日 時点

(単位 :人 )

令和7年度高等部専攻科志願者見込状況

令和 6年 11月 1日 時点

(単位 :人 )

障害種別

学 校 名 3歳 児 4歳 児 5歳 児

定 員 志願者見込 在籍者 志願者見込 在籍者 志願者見込

視覚障害 盲学校 5 0 1 0 0 0

聴覚障害

ろう学校 5 5 2 2 3 1

ろう学校佐世保分教室 5 0 1 0 2 0

計 15 5 4 1 3 0

障害種別 学 校 名 学 科 名 定 員 志願者見込 備 考

視覚障害 盲 学 校

理 療 科 8 3 外部からの志願者 3

保健理療科 8 0

聴覚障害 ろう学校

総合デザイン科 8 0

理 容 科 8 0

計 32 3
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件  名
長崎県立学校主幹教瞼設置要綱の改正について

概  要 1 改正の目的

高等学校において外部機関との連携に向けた業務が多岐にわたり、煩雑化してい

る現状が見られる。

その解決に向けて「主幹教諭」を高校にも配置し、管理職を補佐するとともに命

を受けて公務の一部を整理させることにより、円滑な学校組織の運営を図ること及

び学校全体の働き方改革を推進することを目的とする。

2 改正内容
<旧 >
県教育委員会が発令し、必要と認める特別支援学校に配置する。なお、都主事は

主幹教諭をもつて充てる。

<新 >                           '
県教育委員会が発令し、必要と認める学校に配置する。なお、特別支援学校の部

主事は主幹教諭をもつて充てる。

3 職務内容

校長及び教頭を助け、命を受けて公務の一部を整理するとともに、児童生徒の教

育等をつかさどる (学校教育法 37条 )。

《例》 (1)学科間・分掌間の連携や調整

(2)教職員に対する助言・指導

(3)外部機関等との連携による教育活動のコーディネー ト

4 期待される効果

(1)権限を持つて指導、調整が行える

(2)組織的な対応により学校運営の充実が図られる

(3)管理職や分掌主任との連携により、円滑な学校組織の運営が可能となる

5 本県における主幹教由の設置に関する経構

(1)H20。 4。 1 教育法の一部を改正する法律 (学校教育法第 37条)の施行

(2)H23年度から、主幹教諭及び指導教諭を設置。

特別支援学校における、部主事については、主幹教諭に求められる業務内容と重

なる部分が多いため、「部主事は主幹教諭をもつて充てる」こととした。

なお、高等学校においては、主任制が機能していることから、高等学校への設置

は当分のあいだ見送ることとしていた。

報 告 事 項 (1)
高校教育課
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件  名 高校生の活既について

概  要 1 長崎工業高等学校

(1)大 会 名 等
「第 24回高校生ものづ くリコンテス ト 全国大会」

(主催 :公益社団法人全国工業高等学校長協会 )

( 2)成  績

電子回路組立部門 優勝・厚生労働大臣賞

長崎工業高等学校 情報技術科 2年 道脇 将矢

(3)内 容 等
大会 日程 :11月 9日 ～ 10日

大会会場 :福島県立平工業高等学校 (電子回路組立部門)

競技課題 :(電子回路組立部門)

設計仕様に基づいた設計回路を競技時間内に設計・製作 し、
計回路 と制御対象装置を制御用コンピュータに接続の上、制
プログラムを作成 し、 目的の動作を行 うシステムを完成 さ
る。

出 場 者 :各部門 10名 (各ブロック 9名 、開催地 1名 )

全国 9ブロック及び開催地の校長会から推薦 された生徒。
ただし、推薦できる人数は各 1名。

そ の 他 :8部門で開催
旋盤作業、自動車整備、電気工事、電子回路組立、
化学分析、木材加工、測量、溶接
(本県からの出場は電子回路組立のみ)

報 告 事 項 (2)
高校教育課
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